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会報 第15 号発行                                             平成25（2013 年1 月1 日（火） 

   

 

 

 

 

 

はじめに 

 

明けましてお芽出とうございます。本年もどうぞよろしくお願いします。とご挨拶いたしま

して、昨年は色々の事がありました。政治や社会情勢の事は置くとして、NPO 法人千葉を美

しくする会の支援や助成に関して申せば、①学校の部活動に依る掃除に学ぶ会がとても多くな

って来た事②又リーダー・サブリーダーのリーダーシップの質が上がって来た事③開会式閉会

式の学ぶ会側の挨拶が、とても良くなって来た事等々です。 

そこで新年に向けて、これらの事が益々深化し盛んになって行けるように、本号のこの会報

に、そのいくつかを例として掲載して見ます。 

  

1. 学校の部活動に依る掃除に学ぶ会が多く。 

 次の掲載は部活動単位での学校の取組みの１例ですが、それだけの良さがあるのだと思

います。 

 

便器がピカピカに 

           

印西市立印旛中学校 

 10 月20 日(土)、本校を会場に｢印旛掃除に学ぶ会｣の活動がありました。この会は学校・地域・掃除に学

ぶ会の三者の連帯で、地域を良くし、日本を美しくする活動を続けています。本校はこの活動に参加して三年

目になります。毎回部活動単位で多くの生徒が参加してくれ、トイレ掃除をします。今年は、サッカー部・卓

球部・柔道部の生徒52 名と先生方、そして、自衛隊員など一般の方も参加しました。印西市名誉市民の吉岡

敏夫元印旛村長さんもきれいにする為、今年も張り切って参加してくださいました。開会式の後、8 時30 分

から始まったトイレ掃除は、一人が1 つの便器を3 時間もかけて徹底的に磨きあげます。 

閉会式の体験発表では「始めは臭くて嫌だなと思ったけれど、やっているうちにどんどんきれいになり、最

後はやって良かったと思いました」という感想が多く聞かれました。トイレ掃除を通して、生徒に何か感じる

ものがあった事は確かなようです。 

各班ごとに、掃除を終えたトイレを見ると、便器はまるで新品同様にピカピカに光り、壁やタイルの床も見

違えるようにきれいになりました。ずっとしゃがんで磨いていたので足腰が痛くて大変でしたが、自分の手で

トイレをきれいにしたという達成感は、本当に気持ちの良いものでした。 
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2. リーダー・サブリーダーのリーダーシップが向上して。 

良い作文はリーダー・サブリーダーの良い指導ぶりで、トイレ掃除に対して感動させてもらえれば誰でも書

けるのだと思います。次は良い指導ぶりで良い作文が書けている例です。 
 
 

                  トイレを素手で掃除する 
 

                            市原中学校  三年生女子 

小学校の男子トイレを素手で掃除する。初めて聞いた時は何を言っているのだろうと思った。トイレは汚い。

そんな意識をずっと持っていたので、素手でするなんてありえないと思った。 

そして今日、小学校の男子トイレを素手で掃除した。私の担当は男子の便器だった。とても汚れていて驚い

た。リーダーの人から金属のやすりのようなもの(サンドメッシュの事)を渡されて、手本を見せてもらった。

「こうやってやすり(サンドメッシュ)を半分に折って便器の中をこするんだよ」 

そこには、本当に素手で、知らない子供達の便器をこすっている大人がいた。 

見たこともない人達の為にこんなにも本気で頑張れるなんて、と感動した。その後、私は手本で見せてもら

ったように必死で便器をこすった。途中からは汚いなんて思わなくなっていて、そんなことよりも自分の、「手」

で奇麗になっていく便器に感動していた。少し休憩に入ったときも、まだやりたいと思った。最後便器は見違

えるほど奇麗になっていた。でも、まだやり残したところがあって、もう少しだけやりたいと、最初のころか

ら考えると全く違うことを思っている自分がいた。これが掃除の力かと、びっくりした。 

 片づけて男子トイレから出る時、私はちょっと振り返って、もう一回自分の担当した便器を見た。そしてそ

っと背筋をピンと伸ばした。 

９月初めの、夏休み明け最初の土曜日、うだるような暑さの中で皆で「マジカー」と言いながら始めた作業、

だが皆の顔もどこか誇らしげに見えた。 

 これからもいろんなところを掃除してみたい。 

 

3. 開会式閉会式のご挨拶や講評の内容がとても良くなって来ていて。 

次に掲げる講評は、もう１つの人的環境の事も取り上げていて、内容が片寄らないでとても良くバランスが

取れている例です。そして学校側もとても喜ぶ内容です。 

 
 

富里中学校掃除に学ぶ会 講評 
 

                                                       
印旛掃除に学ぶ会 代表世話人 鈴木正一 

こんにちは。みなさん、今日はたいへんお疲れ様でした。そして、ありがとうございました。私達の「印旛掃

除に学ぶ会」は、今年創設10 年、今回で通算99 回になります。 

 なぜこれまで続けてこれたのか? それは今回もそうですが、毎回素晴らしい感想発表を聞かせてもらって

パワーをもらい、“やって良かった”“また次も頑張ろう”と思うからです。だから先ほどのように、みなさん

に“ありがとうございました”と言ったのです。 

 今回もみなさんの様子を見させてもらいました。正直、私達が経験した中で最高でした。女子トイレのよう

に個室の場合は隣同士でおしゃべりしないのは当たり前ですが、今日は男子トイレの小便器でも隣同士で全く

おしゃべりしない、これにはびっくりしました。本校は今年で4 回目になりますが、年々良くなっている、

こんなに嬉しいことはありません。 
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 さて開会式で日暮さんが、本校は自然環境がすばらしいとおっしゃってましたが、本当に素晴らしい環境に

恵まれてますね。まだ紅葉もしっかり残っているし。 

ところで、環境には「自然環境」の他に「人的環境」と言うのがあります。本校は校長先生が替わってもト

イレ掃除がしっかりと引き継がれ、私達に声を掛けていただける、ありがたいことです。教頭先生が計画を立

て、部の顧問の先生方が手を挙げる、だからやれるんです。あなたがたが今日とても良い経験ができたのも、

素晴らしい先生方がいるからです。そういった素晴らしい「人的環境」にも感謝していただきたいと思います。 

これで終わります。 

 
4. その他の点で昨年の色々の事の中に次のような事がありました。 
 

 それは“くえん酸 ”を使うと言う事。この事をもう少し詳しく記して見ます。 

・男子便器の水漉の目皿や朝顔の尿石を落とす為にくえん酸を使うと良いと言うものです。 

くえん酸は水に溶くのです。その溶いた液の中へ、目皿や朝顔を入れる。上面が出るか出ないかすれすれの所

へ。溶液の濃さは水の重さに対して20%位のくえん酸の重さ。つまり重さでの10 対2 位の割合。 

図示すると 

 
 目皿          朝顔 

 
 

                 浸す時間は2 時間から4 時間                                 
                                    夏と冬とでは違う(冬の方が遅い) 

 
 

※くえん酸は食料用として広く用いられている。 
   重さで10 : 2 位               普通の家の台所にも備えられている。 
                            白い粉状になっている 

 
 
 
 
 

・男子便器の水漉の目皿と朝顔の尿石を落とすのは非常に骨が折れる。長い年月こびり付いてしまった物は、
落としようが無い位。しかしくえん酸を使うと、奇麗に落ちてしまう。そして光沢さえも出て来る。不思議な
位である。 
・軍艦型    の大型水漉は、従来通りスクレパーやサンドメッシュやドライバーとで尿石を落とす方が
効果的で、学ぶ会的であると思われる。排水口の釣鐘等も、もちろん従来通りの方法が用いられるのが一番良
いと思われる。 

 
 

 
 
 

編集後記 
 

ある先生は申されました。「机上の道徳教育より10 倍から20 倍も効果的だね。このトイレ掃除という

のは!」と。トイレ掃除は学校ではお荷物扱いされたり、罰当番として扱われたりする事が多かった。しか

しそこには幸せな女神様が居られたのです。 

ここに同封します“トイレ掃除でこころ磨き････鍵山秀三郎さんからの訓え････”はそのへんの事情を、

良くわかるように話してくれています。 

講演録ですので、とても読み易く、そして分かり易いのです。手に取って下されば有難くなります。 

  そして新春の一冊に加えて頂ければ幸いです。 

記:長谷川昭次・石井和美  

くえん酸20g 
水100g 

重さで10：2位 
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回数 NPO支援 開催日 開催場所 実行委員長 世話人地区 参加人数 

 支援122 1 月9 日(月) 銚子第4 中学校 山本三男 山武 95 人

第151 回 学ぶ会 1 月21 日(土) 千葉県立成田国際高校 小野明子 印旛 65 人

 支援123 3 月3 日(土) 大網白里町立増穂中学校 山本三男 山武 40 人

 支援124 3 月8 日(木) 旭市立琴田小学校 山本三男 山武 25 人

 支援125 3 月9 日(金) いすみ市立浪花小学校 山本三男 山武 19 人

 支援126 3 月19 日(月) 大網白里町立白里中学校 山本三男 山武 63 人

第26 回 
企業 

ボランティア 
3 月31 日(土) 船橋学園東葉高校 八重沢英士 日本企画(株) 206 人

 支援127 4 月25 日(水) 多古町立久賀小学校 小野明子 印旛 51 人

第152 回  学ぶ会 5 月12 日(土) 成田市立前林小学校 小野明子 印旛 49 人

 支援128 5 月31 日(木) 山武市立山武南中学校 山本三男 山武 95 人

 支援129 6 月2 日(土) 市原市立双葉中学校 小川義則 上総 139 人 

 支援130 6 月2 日(土) 千葉県立佐倉南高校 小野明子 印旛 59 人

 支援131 6 月12 日(火) 山武市立成東中学校 山本三男 山武 97 人

 支援132 6 月30 日(土) 成田市立玉造小学校 鈴木正一 印旛 104 人

第153 回  学ぶ会 7 月7 日(土) 船橋市立三山東小学校 木村智博 京葉 74 人

 支援133 7 月9 日(月) 旭市立旭中央小学校 山本三男 山武 90 人

 支援134 8 月4 日(土) 香取市立小見川中学校 小野明子 印旛 213 人

 支援135 9 月1 日(土) 市原市立市原中・小学校 小川義則 上総 214 人

 支援136 9 月12 日(水) 松戸市立大橋小学校 金光容徳 東葛 65 人

 支援137 10 月13 日(土) 市原市立市東中学校 小川義則 上総 81 人

第154 回  学ぶ会 10 月13 日(土) 船橋市立行田西小学校 利 和則 京葉 153 人

第155 回  学ぶ会 10 月20 日(土) 印西市立印旛中学校 鈴木正一 印旛 74 人

第27 回 
企業 

ボランティア 
10 月20 日(土) 船橋市立海神中学校 小林朋之 日本企画(株) 370 人 

 支援138 10 月27 日(土) 松戸市立稔台小学校 中島誠 東葛 27 人 

 支援139 11 月14 日(水) 香取市立府馬小学校 鈴木正一 印旛 35 人 

 支援140 11 月19 日(月) 旭市立干潟中学校 山本三男 山武 100 人 

第156 回  学ぶ会 12 月1 日(土) 富里市立富里中学校 鈴木正一 印旛 70 人 

       

平成24 年度 千葉各地区掃除に学ぶ会活動及び支援状況 


